
 

パ
ニ
ッ
ク 

 

終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

か
「
四
谷
の
千
枚
田
」
は
バ
カ
賑
や
か
い
。 

昨
年
の
お
盆
に
は
、
千
枚
田
入
り
口
付

近
は
「
お
の
ぼ
り
さ
ん
？
」(

昔
は=
都
会

に
出
掛
け
て
き
た
田
舎
者 

今
は=
田
舎

に
出
掛
け
て
く
る
都
会
人
？)

た
ち
の
車

が
数
珠
つ
な
ぎ
、
我
が
家
の
弟
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
お
墓
参
り
に
来
た
も
の
の
、
渋
滞
で

二
進
も
三
進
も(

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も)

い

か
ず
、
「
ま
た
、
来
ら
ぁ
～
」
と
帰
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
土
日
、
祭
日
は
渋

滞
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
、
聞
い
た
話
だ
が
、
駐

車
待
ち
の
車
を
横
目
に
、
「
こ
の
、
く
そ

熱
い
に
ご
苦
労
な
こ
っ
た
、
ど
い
だ
け
、

待
ち
ゃ
あ
、
停
ま
れ
る
ず
ら
か
～
」
と
他

人
事
の
よ
う
に
我
が
家
へ
向
か
っ
た
。
そ

の
時
、
車
か
ら
降
り
て
き
た
観
光
客
？
が
、

い
き
な
り
「
俺
ら
は
、
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で

待
っ
て
い
る
の
に
、
て
め
ぇ
は
、
な
ん
だ
。」

と
力
ま
れ
た
そ
う
だ
。
力
ま
れ
た
村
人
は

「
そ
ん
な
こ
と
を
言
た
っ
て
、
俺
り
ゃ
あ
、

家
が
上
だ
で
、
家
に
帰
る
に
、
何
を
そ
ん

な
に
力
む
だ…

」
と
、
お
互
い
に
熱
く
な

り
か
か
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
中
間
の
駐

車
場
は
何
と
も
な
ら
ず
、
進
入
禁
止
の
ロ 

     

ー
プ
を
張
っ
た
り
し
た
が
、
い
く
ら
何
で

も
、
そ
こ
ま
で
は
、
し
た
く
な
い
。
気
の

毒
に
も
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
狭
い
市
道
で

は
慣
れ
な
い
都
会
人
は
車
の
除
け
あ
い

に
不
慣
れ
で
、
糞
詰
ま
り
、
二
時
間
も
渋

滞
し
た
そ
う
だ
。。 

 

そ
ん
な
こ
ん
な
の
状
態
が
発
生
、
集
落

の
生
活
圏
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
で
、

流
石
に
大
ら
か
な
地
元
民
も
七
月
十
六

日
に
三
連
休
や
盆
が
来
る
。
「
た
ま
っ
た

も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
、
何
と
か
な
ら
ん
ず
ら

か
ノ
ン
」
と
相
談
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

行
政
に
こ
の
逼
迫
し
た
状
況
を
説
明
、
啓

蒙
看
板
の
設
置
を
お
願
い
し
た
。
ビ
ッ
ク

リ
し
た
。
行
政
の
対
応
が
あ
ま
り
に
も
早

く
、
そ
の
日
に
決
済
が
下
り
、
週
明
け
の

十
九
日
に
「
集
落
あ
り 

生
活
道
路
に
車

を
と
め
な
い
で
お
く
れ
ん
の
ん
」
と
表
示

し
た
啓
蒙
看
板
が
届
き
、
設
置
は
お
願
い

さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
地
元
集
落
の
衆
も

対
応
の
速
さ
に
感
心
し
き
り
で
、
公
僕
は

健
在
だ
と
喜
ん
で
い
る
。 

 

今
年
も
盆
が
近
づ
き
、
昨
年
同
様
な
渋

滞
パ
ニ
ッ
ク
は
必
須
で
、行
政(

市
鳳
来
地

域
整
備
係
・
新
城
市
観
光
課
ほ
か)

に
「
四

谷
の
千
枚
田
」
に
は
公
の
駐
車
場
は
無
い

し
、
駐
車
台
数
が
極
、
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
旧
連
谷
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
の
便
宜
、
案
内
看
板
等
の
設
置
、
整

備
も
お
願
い
し
て
み
た
。
こ
れ
も
、
三
連

休
・
盆
休
み
、
稲
刈
り
等
、
収
穫
シ
ー
ズ

ン
の
観
光
客
対
応
は
、
色
よ
い
返
事
を
頂

い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
四
谷
の
千
枚

田
」
は
基
本
、
農
業
の
生
産
の
場
で
あ
り
、

耕
作
者
や
地
域
の
生
活
圏
を
最
優
先
に

考
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
国
民
の
宝

も
、
持
て
余
し
兼
ね
な
い
。 

つ
い
で
に
、
滝
上
か
ら
千
枚
田
、
神
田

ま
で
の
県
道
は
狭
く
、
道
路
脇
の
灌
木
や

杉
ヒ
ノ
キ
の
枝
な
ど
が
観
光
バ
ス
の
天

井
を
擦
る
様
で
あ
る
。 

第 

二
十
六 

回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
の
中
止
に
つ
い
て 

 

九
月
九
日
（
木
）
～
十
日
（
金
）
に
当

村
を
会
場
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
「
第
二
十
六 

回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
」
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
参
加
者
の
皆
様
の
安
全
を
確
保
し

な
が
ら
の
開
催
は
非
常
に
難
し
い
と
判

断
し
、
や
む
な
く
中
止
す
る
方
向
で
調
整 

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

参
加
を
予
定
し
て
い
た
皆
様
に
は
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
十
二
日 

大
蔵
村
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

事
務
局 

四
ヶ
村
地
区
は
肘
折
温
泉
近
く
に
あ

る
全
国
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
、
世
帯
数
は

約
百
戸
・
人
口
約
五
百
人
の
小
さ
な
集
落

に
あ
る
棚
田
は
百
二
十
㌶
に
及
び
、
「
日

本
の
棚
田
百
選
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

夏
に
は
棚
田
に
千
本
以
上
の
ロ
ウ
ソ
ク

を
灯
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
。 

 
 

【
大
蔵
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
】 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
は
全
国
各

地
か
ら
棚
田
に
関
わ
る
百
姓
衆
が
一
堂

に
会
し
、
意
見
を
交
わ
し
、
交
流
を
図
り
、

新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
高

橋
孝
行 

原
田
英
史 

田
中
幸
夫 

松
下 

誠 

小
山
舜
二
の
五
名
が
参
加
予
定
で
あ

っ
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 215号  

キイロスズメバチ 



 

 

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除 

 
今
年
は
、
気
の
せ
い
か
や
た
ら
と
ハ
チ

が
多
い
。 

 

観
光
客
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
ト

イ
レ
裏
に
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が

あ
る
と
鳳
来
地
域
整
備
係
に
メ
ー
ル
が

あ
り
、
連
絡
を
受
け
た
。
連
絡
を
受
け
た

と
い
う
こ
と
は
、
単
純
に
駆
除
の
願
い
と
、

勝
手
に
推
察
。
現
場
に
駆
け
付
け
た
結
果
、

電
線
を
巻
く
ド
ラ
ム
内
に
巣
作
り
を
確

認
。
け
っ
こ
う
厄
介
で
夏
目
宏
一
に
応
援

を
依
頼
、
二
十
九
日
夜
に
煙
幕
と
キ
ン
チ

ョ
ー
ル
で
無
事
、
駆
除
し
た
。 

                

ま
た
ま
た
、
八
月
一
日
、
市
観
光
課
と

鳳
来
総
合
支
所
整
備
係
に
観
光
客
か
ら

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
あ
り
、
危
険

と
情
報
提
供
を
受
け
、
す
ぐ
さ
ま
相
談
が

あ
っ
た
。
現
場
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
の
四
阿
の
天
井
に
直
径
三

十
㌢
大
の
巣
に
通
い
バ
チ
が
ブ
ン
ブ
ン

飛
び
交
い
、
危
険
極
ま
り
な
い
。
市
役
所

の
担
当
者
は
危
険
だ
、
気
を
付
け
て…

と
、

声
は
だ
す
が
、
取
っ
て
ほ
し
い
の
が
見
え

見
え
の
顔
つ
き
、
つ
い
つ
い
、
い
い
よ
、

獲
る
か
ら
と
男
気
を
掲
げ
て
し
ま
っ
た
。 

           

八
月
三
日
、
日
暮
れ
を
待
ち
、
夏
目
宏

一
と
完
全
防
具
を
着
用
、
梯
子
に
上
り
、

四
阿
天
井
の
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
煙

幕
を
焚
き
、
無
事
に
駆
除
を
完
了
。
八
十

歳
を
超
え
て
も
、
命
の
危
険
に
満
ち
た
冒

険
は
血
が
騒
ぐ
し
、
獲
っ
た
達
成
感
に
吞

む
酒
が
や
た
ら
と
旨
か
っ
た
。 

観
光
客
か
ら
絵

は
が
き 

 

七
月
十
八
日
、

名
古
屋
市
中
川
区

在
住
の
「
こ
ざ
わ

ち
は
る
」
さ
ん
は
、

管
理
の
行
き
届
い

た
千
枚
田
を
見
て
、

保
存
す
る
耕
作
者
、

地
域
の
方
々
の
た

ゆ
ま
な
い
努
力
に

感
激
、
一
枚
の
絵

ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ

て
き
た
。 

=

絵
は
が
き
は
掲
示

板
に
展
示=

 

海
外
研
修
受
け

入
れ 

 

名
古
屋
大
学
農

学
国
際
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
長 

江

原 

宏 
(

学
術
博
士)

先
生
は
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
の
中
山
間

地
域
な
ど
の
稲
作

振
興
を
目
的
に
海
外
研
修
生
の
受
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。 

昨
年
七
月
に
も
現
地
研
修
を
実
施
し

た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
海
外
研

修
生
の
現
地
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
た

め
、
七
月
二
十
二
日
、
千
枚
田
概
要
、
稲

作
手
法
に
つ
い
て
動
画
に
収
録
。
編
集
し

た
動
画
は
参
加
国
語
を
画
面
に
表
示
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
研
修
が
行
わ
れ
る
。 

     

行 
 

令
和
三
年
八
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

 

 


